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　２名の教育委員の選任に同意しました。

教育委員 稲
いな

積
づみ

 謙
けん

次
じ

郎
ろう

氏 （再任）五条台区

教育委員 木
き

村
むら

　 甚
じん

治
じ

氏 （新任）内山区

意見書第５号　拉致問題の早期解決を求める意見書  【原案可決】

請 願 第３号　拉致問題意見書決議に関する請願書  【採　　択】

請 願 第４号　障がい児の就学に関する請願書  【継続審査】

〇地域狭
きょうあい

隘道路拡幅事業関係費   1,940万円
　農地転用及び建築時等の際に道路用地として無償提供していただき、道路用地の測量、

分筆、登記事務、構築物等の移転補償並びに改良工事を行う事業です。

　平成25年の３月まで15件のセットバックが見込まれています。

〇バリアフリー費   50万円
　視覚がい害がある方のために文字情報を音声コードに変換するソフトと、音声により

聴いていただくための携帯電話及びアダプター各４台を購入します。

意 見 書

請 　 願

主な補正予算の審議
（万円未満切り捨て）

人 事 案 件

定例議会12月
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各
委
員
会
に
お
け
る

付
託
案
件
の
審
査
結
果

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

太
宰
府
市
立
北
谷
運
動
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
の
議
案
は
、
委
員
全
員

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
議
案
、
太
宰
府
市
附
属
機
関
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
議
案
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
当
委
員
会
所
管
分
）
議
案
は
、

す
べ
て
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

太
宰
府
市
立
学
童
保
育
所
設
置
条
例
の
一

部
改
正
議
案
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
拉
致
問
題
意
見
書
決
議
に
関
す
る
請
願
書
」

は
、委
員
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

「
障
が
い
児
の
就
学
に
関
す
る
請
願
書
」
は
、

賛
成
多
数
に
よ
り
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

太
宰
府
市
附
属
機
関
設
置
に
関
す
る
条
例
、

太
宰
府
市
水
道
事
業
給
水
条
例
、
太
宰
府
市

下
水
道
条
例
の
各
一
部
改
正
議
案
は
、
す
べ

て
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
当
委
員
会
所
管
分
）

議
案
は
、
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
当
委
員
会
所
管
分
）、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
各
議

案
は
、
す
べ
て
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果
は
、
30
ペ
ー

ジ
の
議
決
結
果
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

議会を傍聴してみませんか  ３月定例議会の日程（予定）

２月 25日（月）本会議（施政方針・提案理由説明） 11日（月）本会議（一般質問 予備日）

27日（水）本会議（質疑・委員会付託） 13日（水）予算特別委員会

３月 １日（金）総務文教常任委員会 14日（木）予算特別委員会

４日（月）建設経済常任委員会 15日（金）予算特別委員会

５日（火）環境厚生常任委員会 18日（月）予算特別委員会（予備日）

７日（木）本会議（一般質問） 19日（火）本会議（報告・質疑・討論・採決）

８日（金）本会議（一般質問）

（本会議は51名、委員会は12名まで傍聴できます）
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件数 議案番号 案件名 議決結果

1 議案第45号
専決処分の承認を求めることについて（平成24年度太宰府市一般会計補正予算
（専決第2号）

承　認

2 議案第46号 太宰府市教育委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　意

3 議案第47号 太宰府市教育委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　意

4 議案第48号 財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について 可　決

5 議案第49号 福岡県市町村災害共済基金組合規約の変更に関する協議について 可　決

6 議案第50号 福岡県市町村災害共済基金組合の解散に関する協議について 可　決

7 議案第51号 福岡県市町村災害共済基金組合の解散に伴う財産処分に関する協議について 可　決

8 議案第52号 太宰府市立北谷運動公園の指定管理者の指定について 可　決

9 議案第53号 証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

10 議案第55号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

11 議案第56号 太宰府市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

12 議案第57号 太宰府市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

13 議案第59号 平成24年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）について 原案可決

14 議案第60号 平成24年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）について 原案可決

15 議案第61号 訴訟上の和解について 可　決

賛否の分かれた議案 　　　　（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×、棄権－で表しています）

件
数 議案番号 案 件 名

議
決
結
果

公明党 宰光 新風 刷新の会 新政会 市民ネット 共産党

福
廣　

和
美

小
畠
真
由
美

陶
山　

良
尚

小
栁　

道
枝

佐
伯　
　

修

不
老　

光
幸

後
藤　

邦
晴

上　
　
　

疆

門
田　

直
樹

芦
刈　
　

茂

原
田
久
美
子

橋
本　
　

健

長
谷
川
公
成

村
山　

弘
行

渡
辺　

美
穂

藤
井　

雅
之

神
武　
　

綾

1 議案第54号
太宰府市立学童保育所設置条例の一部を
改正する条例について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

２ 議案第58号
平成24年度太宰府市一般会計補正予算（第
３号）について

修正
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × － －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ 請願第３号 拉致問題意見書決議に関する請願書 採択 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 請願第４号 障がい児の就学に関する請願書 継続
審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

５ 意見書第５号 拉致問題の早期解決を求める意見書 原案
可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※大田勝義議長は本会議における過半数採決では表決権を有しません。
※議案第58号の表上段は「修正案」に対する表決結果、下段は「修正部分を除く原案」に対する表決結果になります。
※以下の会派名について、一部省略して記載しています。
▪公明党＝公明党太宰府市議団　▪刷新の会＝太宰府刷新の会　▪新政会＝太宰府新政会
▪市民ネット＝太宰府市民ネット　▪共産党＝日本共産党太宰府市議団

12月定例議会 全会一致で可決した議案
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QQ
AA

般一 質問般一 質問 ＆
一般質問を行った議員名と質問項目（最初の質問項目に
ついて質問と回答の内容を要約）を掲載しています。

ここが

聞きたいとよ

市民が親しめる施設の充実を
（国士舘大学太宰府キャンパスの体育館） 平成24年7月、保健センター内に

オープンした療育相談室

Q　
①
本
市
に
不
妊
で
悩
ん
で
い
る
人
た
ち

が
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
を

調
査
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
伺
う
。
②
ひ
と
り

親
家
庭
の
実
態
を
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か

伺
う
。
③
就
学
時
健
診
時
に
知
的
障
害
の
可
能

性
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
知
能
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
が
採
用
し
て
い
る
検
査

を
市
の
指
定
し
た
医
療
機
関
で
受
け
て
い
な
い

場
合
、
改
め
て
指
定
医
療
機
関
で
受
け
る
よ
う

に
指
導
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
そ
れ
は
事

実
な
の
か
伺
う
。

A
　

部
長　

①
特
定
不
妊
治
療
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
通
算
5
年
度
、
10

回
を
超
え
な
い
範
囲
で
県
が
国
の
補
助
を
受
け

Q　
①
総
体
的
な
運
動
施
設
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の

増
設
に
つ
い
て
、前
回
の
質
問
以
降
、ど
の
よ

う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
、そ
の
経
緯
を
伺
う
。

②
北
谷
の
用
地
が
市
の
経
済
を
勘
案
す
る
と
最

も
効
果
的
で
あ
る
と
言
い
続
け
て
き
た
が
、
先

日
、
国
士
舘
大
学
用
地
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
将
来
的
に
は
、
こ
の
用
地
が
私
の
言
う

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
な
り
得
る
の
か
市
長
の
考
え

を
伺
う
。
ま
た
、
ほ
か
に
も
用
地
が
あ
れ
ば
、

あ
わ
せ
て
伺
う
。

A
　

部
長　

①
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
新
設
や
改

善
の
ご
提
案
に
つ
い
て
は
公
共
施
設
整
備

担
当
課
と
関
係
課
で
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
本
市
在
住
者

の
申
請
者
数
は
延
べ
95
人
、
実
人
数
で
60
人
で

す
。
②
県
に
お
い
て
、
５
年
ご
と
に
母
子
世
帯

等
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
直
近
で
は
平

成
23
年
11
月
を
基
準
日
と
し
て
、
世
帯
、
就
業
、

生
計
の
状
況
、
本
人
及
び
子
ど
も
の
健
康
状
況

と
医
療
の
受
診
状
況
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
③
他
機
関
に
よ
る
検
査
結

果
に
つ
い
て
は
当
然
、
判
断
の
根
拠
資
料
と
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
検
査
の
種
類

や
状
況
、
検
査
結
果
報
告
書
の
内
容
な
ど
不
明

な
点
も
生
じ
る
場
合
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら

市
の
療
育
相
談
室
の
発
達
心
理
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

た
。
市
民
ニ
ー
ズ
や
危
険
箇
所
の
状
況
等
を
十

分
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
北
谷
ダ
ム
下
の
空
き
地
に
つ
い
て
も
有
効
利

用
の
観
点
か
ら
、
防
災
、
生
涯
学
習
、
社
会
教

育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
視
点
も
十
分
に

考
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
士
舘
大
学
跡
地
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
と
し
て
は
残
さ
れ
た
自
然
環
境
を
保
全
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
、
市
の
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
の
振
興
の
場
と
し
て
、
ま
た
開

校
当
時
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
元
地
権
者
へ

の
当
初
の
ご
心
情
等
を
考
慮
し
て
購
入
を
決
意

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
関
わ
る
環
境
整
備
の
充
実
を

市
が
考
え
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
将
来
像
は

渡
わた

辺
なべ

　美
み ほ

穂　議員後
ご

藤
とう

　邦
くに

晴
はる

　議員
○子どもに関わる施策について
○農業支援策について

○スポーツ施設の整備について
○五条地区の道路整備について

問問
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水路並びに道路整備は万全か 安全・安心の通学路確保を早急に

Q　
①
星
ヶ
丘
保
育
園
前
の
交
差
点
と
通
学

路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
２
カ
月
前
の

早
朝
、
車
数
台
に
よ
る
交
通
事
故
が
起
き
、
こ

の
時
間
帯
と
い
え
ば
通
学
時
間
で
あ
る
。
地
域

か
ら
の
要
望
は
交
差
点
全
て
に
信
号
機
を
設
置

し
て
ほ
し
い
が
、
現
実
的
に
可
能
な
の
か
。
無

理
な
場
合
、
梅
香
苑
側
か
ら
の
下
り
坂
に
車
両

の
速
度
を
抑
え
る
道
路
改
良
が
で
き
な
い
か
伺

う
。
②
太
宰
府
南
小
学
校
区
の
通
学
路
で
あ
る

星
ヶ
丘
保
育
園
の
前
の
坂
を
上
っ
た
中
腹
付
近

の
一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
交
差
点
、
高
雄
幼

稚
園
横
の
Ｔ
字
路
付
近
、
高
雄
台
団
地
へ
の
上

り
口
交
差
点
、
高
雄
中
央
公
園
の
交
差
点
に
横

断
歩
道
を
設
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

Q　
①
太
宰
府
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
の
幸
ノ
元
溝
尻
水
路
保
存
修
理
事
業
は
、

期
間
が
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
に
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。
②
こ
の
事

業
で
、
小
鳥
居
小
路
と
溝
尻
地
区
の
水
路
の
保

存
修
理
を
実
施
し
て
、
観
光
客
の
参
道
集
中
か

ら
、
小
鳥
居
小
路
溝
尻
へ
の
広
が
り
も
期
待
さ

れ
る
事
業
で
あ
る
が
、
整
備
計
画
は
。
③
馬
場

区
の
学
童
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、
宰
府

二
丁
目
９
番
地
前
の
水
路
の
ふ
た
設
置
を
平
成

23
年
９
月
議
会
の
一
般
質
問
で
お
願
い
し
た
が
、

計
画
は
。

A
　

部
長　

①
交
通
信
号
機
の
設
置
に
つ
い

て
は
、車
線
数
、
交
通
量
な
ど
を
考
慮
し
て
、

県
公
安
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
車
両
の
速
度
を
抑
え
る
道
路
改
良
に
つ

い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
方
策
と
し
て
交
差

点
に
あ
る
横
断
歩
道
の
手
前
に
滑
り
止
め
舗
装

を
施
工
し
、
一
時
停
止
の
交
通
規
制
を
か
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
安
全
確
保
を
図
る
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
②
星
ヶ
丘
保
育

園
の
前
の
坂
を
上
が
っ
た
中
腹
付
近
の
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
信
号
機
及
び
横
断
歩
道
の
設
置
を
、

ま
た
、高
雄
幼
稚
園
の
Ｔ
字
路
付
近
及
び
高
雄
台

団
地
へ
の
上
り
口
交
差
点
に
は
、
横
断
歩
道
の

設
置
を
申
請
し
て
い
ま
す
。
高
雄
中
央
公
園
の

交
差
点
は
自
治
会
と
協
議
し
、
検
討
し
ま
す
。

A
　

部
長　

①
幸
ノ
元
井い

堰ぜ
き

跡
か
ら
の
取
水

方
法
並
び
に
水
路
の
現
状
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
平
成
25
年
度
に
策
定
す
る
実
施
計
画
内

に
て
考
慮
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
水
路
整
備
工

事
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
②
小
鳥

居
小
路
、
溝
尻
地
区
の
水
路
並
び
に
道
路
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
水
路
の
利
活
用
と
は
切
り

離
せ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
門
前
六
町
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
て
議
論
い
た
だ
き
、一
体
的
な

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
③
馬

場
公
民
館
付
近
の
歩
道
整
備
計
画
は
、
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
の
見
直
し
時
期
に
合
わ
せ

る
必
要
が
あ
り
、早
目
の
着
手
を
目
指
し
ま
す
。

信
号
、横
断
歩
道
の
設
置
で
安
全
確
保
を

水
路
保
全
事
業
の
進
捗
状
況
は

長
は

谷
せ

川
がわ

　公
こう

成
せい

　議員不
ふ

老
ろう

　光
みつ

幸
ゆき

　議員
○星ヶ丘保育園前の交差点と通学路の安全
対策について

○学童保育所の民営化について

○幸
さや

ノ
の

元
もと

溝
みぞ

尻
しり

水路保存修理事業について

問問
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交通渋滞対策の処方箋を佐野東地区まちづくりの展望は

Q　
太
宰
府
天
満
宮
参
拝
や
国
立
博
物
館
へ

の
来
訪
者
に
よ
る
日
曜
・
祝
祭
日
や
観
光

シ
ー
ズ
ン
期
間
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
対
策
等

に
つ
い
て
二
点
伺
う
。
①
地
域
の
身
近
な
生
活

道
路
に
ま
で
支
障
を
来
し
、
緊
急
時
に
お
け
る

防
災
等
も
危
惧
さ
れ
、こ
れ
ま
で
の
関
連
道
路
改

修
等
で
は
解
消
に
い
た
っ
て
い
な
い
が
、
市
長
の

見
解
を
。
②
抜
本
的
な
渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て

国
、県
へ
積
極
的
に
財
源
確
保
を
行
い
、
筑
紫
台

高
校
前
の
天
満
宮
第
２
駐
車
場
の
用
地
に
自
走

式
３
層
４
段
立
体
駐
車
場
、
約
２
千
台
収
容
の

建
設
を
提
起
す
る
。
天
満
宮
を
初
め
、
地
元
関

係
者
と
の
協
議
も
必
要
だ
が
、市
長
の
所
見
は
。

Q　
佐
野
東
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
三
点
伺

う
。
①
構
想
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
選
出

と
立
ち
上
げ
は
い
つ
頃
か
。
ま
た
、
地
元
の
方

に
委
員
会
に
入
っ
て
も
ら
い
、
地
権
者
や
関
係

者
に
市
の
考
え
や
具
体
的
方
向
性
を
明
ら
か
に

す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
所
見
は
。
②
体
育
館

建
設
を
区
画
整
理
エ
リ
ア
内
に
想
定
し
た
場
合

の
交
通
渋
滞
に
つ
い
て
所
見
は
。
③
佐
野
東
ま

ち
づ
く
り
及
び
（
仮
称
）
JR
太
宰
府
駅
建
設
、

総
合
体
育
館
関
係
の
各
特
別
委
員
会
へ
の
経
過

報
告
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

A
　

部
長　

①
観
光
を
要
因
と
す
る
交
通
渋

滞
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
も

連
携
し
、
可
能
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
②
都
市
計
画
法
に
よ

る
用
途
地
域
が
第
一
種
住
居
地
域
の
た
め
、
大

規
模
な
専
用
車
庫
が
建
設
で
き
な
い
こ
と
、
ま

た
現
在
の
用
地
の
所
有
、
運
営
主
体
の
問
題
、

多
大
な
建
設
費
用
や
建
設
後
の
維
持
管
理
費
な

ど
困
難
な
面
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
臨
時
駐

車
場
の
設
置
や
交
差
点
で
の
交
通
誘
導
警
備
、

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
駐
車
場

の
空
き
情
報
や
道
路
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

A
　

市
長　

①
構
想
委
員
会
は
年
度
内
、
あ

る
い
は
早
期
の
立
ち
上
げ
に
向
け
準
備
を

行
い
、
委
員
構
成
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
委
員

も
選
出
し
、
方
向
性
を
お
伝
え
し
な
が
ら
協
議

し
、
平
成
26
年
度
中
を
め
ど
に
成
案
を
得
る
よ

う
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
②
識
見
者
の

専
門
的
意
見
も
受
け
な
が
ら
、
広
い
視
野
か
ら

の
検
討
を
行
い
、
全
エ
リ
ア
を
見
渡
し
た
手
戻

り
の
な
い
計
画
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
③
方
向
性
や
経
過
に
つ
い
て
は
、
進

捗
状
況
に
応
じ
、（
仮
称
）JR
太
宰
府
駅
設
置
特

別
委
員
会
、
総
合
体
育
館
建
設
問
題
特
別
委
員

会
に
報
告
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
対
策
は
重
要
課
題
だ

佐
野
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
構
想
は

上
うえ

　　疆
つとむ

　議員村
むら

山
やま

　弘
ひろ

行
ゆき

　議員
○太宰府天満宮参拝や国立博物館への来館
者による日曜・祝祭日や観光シーズン期
間の慢性的な交通渋滞対策等について

○太陽光発電の助成制度の導入について
○住民票等交付取次所の設置について

○佐野東地区まちづくり構想検討委員会等
佐野東地区のまちづくり全般について
○学校給食調理業務について

問問
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年間を通した観光のにぎわいを緊急通報システム一式です

Q　
本
市
の
現
状
、
将
来
を
考
え
た
場
合
、

観
光
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
以
外
考
え
ら
れ
な
い
。
観
光
は
総
合
政

策
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
観
光
振

興
を
基
盤
と
し
た
観
光
プ
ラ
ン
、
観
光
基
本
計

画
を
策
定
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
市
民
等
民
間

の
力
を
生
か
し
た
観
光
政
策
が
で
き
な
い
か
伺

う
。A

　

部
長　

本
市
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
ど
こ
で
も
歴
史
や
文
化
を
五
感
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
る
ご
と
博
物
館
、
ま

ち
ぐ
る
み
歴
史
公
園
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

を
基
本
に
据
え
、
市
内
を
回
遊
し
て
も
ら
い
、

Q　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
平
成
23
年
度
決

算
報
告
に
よ
る
と
251
台
設
置
さ
れ
、
委
託

料
と
し
て
616
万
円
余
り
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
張
り
番
と
し
て
、

介
護
保
険
の
段
階
に
関
係
な
く
費
用
負
担
を
な

く
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
　

部
長　

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
費
用
に

つ
い
て
は
利
用
者
の
介
護
保
険
料
の
所
得

段
階
に
応
じ
て
費
用
負
担
を
定
め
て
お
り
、
世

帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
低
所
得

者
に
は
自
己
負
担
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
も

所
得
段
階
に
応
じ
て
50
％
負
担
、
70
％
負
担
、

滞
在
時
間
を
延
ば
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
庁
内

で
は
観
光
に
関
係
す
る
部
署
を
は
じ
め
、
市
内

の
観
光
関
連
団
体
で
構
成
す
る
太
宰
府
観
光
、

産
業
経
済
活
性
化
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
観
光
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
や

計
画
に
係
る
意
見
等
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
団
体
と
連
携
し
た
観
光
に
関
連
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
機
が
熟
し
た
ら
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
作
り
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
同
会
議
の
中
で
市
民
等
民
間
の
力

を
活
用
し
な
が
ら
、
太
宰
府
固
有
の
地
域
資
源

を
生
か
し
た
観
光
行
政
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

100
％
負
担
と
し
て
お
り
、
自
己
負
担
が
生
じ
る

の
は
設
置
当
初
の
装
置
費
用
の
み
で
す
。
そ
れ

以
外
は
市
が
全
額
負
担
し
て
い
ま
す
。
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
低
所
得
者
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
ニ
ー
ズ

を
有
す
る
全
て
の
人
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
利
用
者
の
負
担
能
力
と
受
益

に
応
じ
て
一
定
の
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
社
会
的
公
正
の
観
点
か
ら
見
て
適
正
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
低
所
得
者
層
へ
の
配

慮
を
行
い
な
が
ら
、
応
分
の
受
益
者
負
担
を
お

願
い
し
て
い
る
状
況
で
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

観
光
基
本
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は

緊
急
通
報
装
置
の
費
用
負
担
を
な
く
し
て
ほ
し
い

陶
す

山
やま

　良
よし

尚
ひさ

　議員原
はら

田
だ

　久
く み こ

美子　議員
○観光行政について○緊急通報システムについて

○道路整備について

問問
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市民から愛される吹奏楽団、どうなるの？
（クリスマスコンサート）

（仮称）ＪＲ太宰府駅は必要か？

Q　
（
仮
称
）JR
太
宰
府
駅
に
関
し
て
建
設
す

べ
き
と
い
う
意
見
で
は
予
定
地
と
し
て
JR
水

城
、
都
府
楼
南
駅
の
中
間
に
あ
る
待
避
線
付
近

を
挙
げ
て
い
る
が
、両
駅
間
の
距
離
は
短
く
同
所

は
西
鉄
都
府
楼
前
駅
か
ら
も
近
い
。
こ
の
一
帯

は
交
通
渋
滞
が
常
態
化
し
て
い
る
上
に
天
満
宮

や
国
立
博
物
館
か
ら
も
遠
く
、観
光
客
が
わ
ざ
わ

ざ
同
駅
を
利
用
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た

佐
野
東
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
初
め

に
駅
あ
り
き
で
は
な
く
、
市
全
体
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
酌
み
上
げ
て
い
く
べ
き
。
駅
新

設
に
関
し
て
は
多
額
の
地
元
負
担
が
考
え
ら
れ

る
が
、JR
新
駅
の
必
要
性
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

Q　
平
成
８
年
に
太
宰
府
市
文
化
振
興
条
例
、

平
成
13
年
に
は
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。
太
宰
府
市
民
吹
奏
楽
団
は
、

音
楽
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
平
成
５
年
に
結
成
さ
れ
、
生

演
奏
の
素
晴
ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え

た
い
と
ク
リ
ス
マ
ス
や
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
を
初

め
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
楽
団

の
補
助
金
は
昨
年
78
万
円
、本
年
は
約
７
割
カ
ッ

ト
の
約
24
万
円
で
、
協
賛
金
を
募
る
な
ど
自
助

努
力
を
さ
れ
て
い
る
が
、
来
年
ゼ
ロ
に
な
り
、

練
習
会
場
費
も
負
担
と
な
れ
ば
さ
ら
に
厳
し
い

運
営
を
し
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
困
っ
て
い

A
　

部
長　
（
仮
称
）JR
太
宰
府
駅
設
置
を
含

む
同
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
懇
話

会
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
市
と
し
て
は

懇
話
会
で
の
意
見
、
課
題
等
を
整
理
し
新
た
に

佐
野
東
ま
ち
づ
く
り
構
想
検
討
委
員
会
を
設
置

し
佐
野
東
地
区
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
を
描
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
財
政
負
担
は
構
想
検
討
委
員

会
で
の
議
論
が
あ
る
の
で
今
は
回
答
で
き
ま
せ

ん
。
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
昭
和
63
年
に
覚
書

が
あ
り
、
ま
だ
生
き
て
い
る
の
で
JR
九
州
も
承

知
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
と
の
相
談
を
受
け
た
。
補
助
金
を
含
め
た
支

援
体
制
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

A
　

部
長　

市
民
吹
奏
楽
団
が
老
人
ホ
ー
ム
、

保
育
所
、
地
域
の
行
事
等
で
幅
広
い
活
動

を
さ
れ
、
文
化
振
興
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
公
平
性
と
中
立
性
、
有
効
性
、
評
価

な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
て
毎
年
見
直
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
各
団
体
と
の
整
合
性
も
十
分
検

討
い
た
し
ま
し
て
、
次
年
度
に
つ
い
て
は
補
助

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

JR
新
駅
の
必
要
性
と
地
元
負
担

文
化
芸
術
育
成
支
援
の
補
助
金
制
度
は

門
かど

田
た

　直
なお

樹
き

　議員橋
はし

本
もと

　健
けん

　議員
○（仮称）ＪＲ太宰府駅について○文化芸術の振興について

問問
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子どもたちの放課後の安全な居場所
（水城学童保育所）

Q　
学
童
保
育
所
の
指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
に
つ
い
て
三
点
伺
う
。
①
現
在
の
考

え
方
、
随
意
契
約
で
き
な
い
理
由
は
。
②
公
設

公
営
の
現
在
と
変
わ
ら
な
い
保
育
の
質
を
守
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
員
の
人
数

や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
し
て
加
配
な
ど

条
件
を
管
理
業
務
に
つ
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
契
約
を
考
え
て
い
る
の
か
。
③
学

童
の
定
期
的
な
巡
回
や
指
導
員
か
ら
要
望
、
子

ど
も
た
ち
の
様
子
な
ど
を
細
や
か
に
聞
く
な
ど

の
対
応
を
さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
管
理
者
制
度

へ
移
行
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Q　
防
災
対
策
に
つ
い
て
三
点
伺
う
。

　

①
全
国
の
浄
水
場
を
含
む
水
道
施
設
の

耐
震
化
促
進
に
つ
い
て
は
、
国
の
本
年
度
予
算

の
緊
急
防
災
事
業
に
あ
る
交
付
要
綱
に
よ
れ
ば
、

事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
補
助
率
が
示
さ
れ
て
い

る
。
本
市
の
水
道
管
耐
震
化
促
進
の
た
め
に
、

こ
の
事
業
を
活
用
で
き
な
い
か
。
②
地
域
に
あ

る
井
戸
を
活
用
し
て
、
災
害
発
生
時
の
生
活
用

水
の
確
保
を
行
う
対
応
策
等
も
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。
③
今
後
の
防
災
組
織
充
実

の
た
め
に
、
防
災
士
育
成
の
た
め
の
経
費
の
補

助
制
度
の
創
設
等
も
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A
　

部
長　

①
広
く
公
募
を
行
い
、
選
定
委

員
会
で
実
績
や
事
業
計
画
、
見
積
金
額
等

総
合
的
に
判
断
し
、
選
定
を
行
い
ま
す
。
②
指

導
員
に
つ
い
て
は
、
契
約
書
の
中
で
児
童
数
に

応
じ
た
指
導
員
の
配
置
基
準
を
盛
り
込
み
、
適

正
数
の
確
保
に
努
め
、
現
在
の
指
導
員
の
継
続

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
介
助
が
必
要
な
児
童

は
、
今
後
増
加
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
指
導
員

の
増
員
が
必
要
な
場
合
は
、
事
業
者
と
協
議
の

う
え
、
定
額
の
指
定
管
理
料
と
は
別
に
措
置
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
③
定
期

的
な
報
告
や
現
場
訪
問
等
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
と
計
画
的
に
協
議
を
行
う
予
定
で
す
。

A
　

部
長　

①
平
成
17
年
の
震
災
発
生
後
、

水
道
管
路
の
新
設
や
布
設
替
え
に
お
い
て

は
、
耐
震
管
を
使
用
し
て
耐
震
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
国
の
補
助
金
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
②
水
質
検
査
等

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
等
、
課
題
を
洗

い
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
在
使
わ
れ
て

い
る
本
市
の
井
戸
を
調
査
し
な
が
ら
今
後
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
③
各
地
域
の
自
主

防
災
組
織
に
お
い
て
、
組
織
を
推
進
す
る
リ
ー

ダ
ー
等
、
防
災
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
方
々
を

育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
他
市
町
が
実
施

し
て
い
る
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
に
つ

い
て
、調
査
・
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
学
童
保
育
所
の
運
営
を

防
災
対
策
は
万
全
か

神
こう

武
たけ

　綾
あや

　議員藤
ふじ

井
い

　雅
まさ

之
ゆき

　議員
○学童保育所の指定管理者制度への移行に
ついて

○防災対策について
○福祉行政について

問問
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長野県千曲市長野県松本市 長野県長野市

愛知県大府市愛知県安城市

奈良県奈良市京都府京田辺市

　◆11月 ５日　兵庫県篠山市　　「自治基本条例及びその検証について」
　◆11月 ６日　京都府京田辺市　「同志社大学等との連携事業について」
　◆11月 ７日　奈良県奈良市　　「地域防災計画及び防災の取り組みについて」

　◆10月23日　長野県松本市　「松本市景観計画について」
　◆10月24日　長野県千曲市　「信州千曲ブランドについて」
　◆10月25日　長野県長野市　「長野市観光振興計画について」

　◆10月29日　愛知県安城市　「ごみ減量について」
　◆10月30日　愛知県大府市　「認知症地域資源活用モデル事業について」

環境厚生常任委員会環境厚生常任委員会

総務文教常任委員会総務文教常任委員会

建設経済常任委員会建設経済常任委員会

行政視察報告
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一般会計補正予算案を修正可決

太宰府市議会事務局　〒818-0198　福岡県太宰府市観世音寺一丁目1番1号　☎092（921）2121（代表）
　　　　　　　　　　ホームページアドレス   http://www.city.dazaifu.lg.jp

◇
編
集
後
記
◇

　

新
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
カ
月
。
新

た
な
気
持
ち
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。年
末
年
始
は
気
持
ち
を
リ
セ
ッ

ト
し
た
い
け
れ
ど
、
現
実
は
大
晦
日
ま

で
バ
タ
バ
タ
。
年
内
に
こ
の
仕
事
は
終

わ
ら
せ
よ
う
と
か
、
餅
つ
き
や
お
せ
ち

づ
く
り
を
し
た
り
、
こ
の
人
に
は
会
っ

て
お
き
た
い
と
思
う
と
ゆ
っ
く
り
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
こ
の
時
期
に
し
か

会
え
な
い
人
に
会
え
る
と
ホ
ッ
と
し
ま

す
。
家
族
に
会
う
、
親
戚
に
会
う
、
旧

友
に
会
う
。
人
に
会
い
、
思
い
出
話
や

近
況
報
告
を
す
る
と
、
忙
し
く
過
ご
し

て
い
る
自
分
を
振
り
返
る
貴
重
な
時
間

に
な
り
ま
す
ね
。

 

（
綾
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

長
谷
川　

公　

成

副
委
員
長　
　

藤　

井　

雅　

之

委　
　

員　
　

橋　

本　
　
　

健

委　
　

員　
　

小　

畠　

真
由
美

委　
　

員　
　

芦　

刈　
　
　

茂

委　
　

員　
　

神　

武　
　
　

綾

委　
　

員　
　

陶　

山　

良　

尚

総合体育館建設関係費　3,700万円を増額修正
　12月定例会において市長より提案された議案第58号、平成24年度太宰府市一般会計補正予算

（第３号）に対し、本会議最終日、議員２名から、基金繰入金を財源とする総合体育館建設に向けた

工事設計監理等委託料3,700万円を増額する旨の修正動議が提出されました。

　提案理由説明では、今定例会の中で、太宰府市佐野東地区まちづくり構想検討委員会を市の附

属機関として新たに設置するための条例改正議案が提案され、また、それに伴い委員会運営支援

のための債務負担行為補正も1,000万円計上され、（仮称）ＪＲ太宰府駅や総合体育館建設を含めた

佐野東地区のまちづくりに向けて動き出したことが大きな理由の一つであるとの説明がありました。

　その後、修正案に対し、反対の立場から６人、賛成の立場から２人の議員による討論が行われ

ました。

　討論の後、採決の結果、修正案は賛成多数で可決されました。修正部分を除く原案については

全員一致で可決され、本案は修正可決されました。（議員別賛否の詳細は34ページをご覧ください。）

修正案に対する反対討論（要旨）

◆先の６月議会最終日において、市長は総合体育館

の早期建設は断念し、先送りすると明言されたの

に、12月議会最終日に議員により、増額修正案が

なぜ提出されることになったのか、理解できない。

◆議論する場も時間もなく、強引で納得できない。

◆市民不在、議会軽視である。

◆体育館建設は市民の意見の分かれる重要案件であ

り、双方の意見を聞き議論を重ねるべきである。

議会としては、このような提案方法を認めるべき

でない。

◆市民、議会を無視している。

◆このような提案方法はよくない。

修正案に対する賛成討論（要旨）

◆もともと体育館建設関係費の予算計上には賛成で

あるので、その立場を変える訳にはいかない。

　市民や議会が納得できるように議論ができるとい

う、やっと今スタートラインに立つことになる。

◆体育館建設には当初から反対ではなく、まずまち

づくりが先であると言ってきた。佐野東地区まち

づくりに向けて、附属機関の設置やそれに伴う補

正予算の増額が行われたことで、今後そのまちづ

くり構想の中で体育館建設に向けて検討できるよ

うになる。本市にふさわしい体育館建設に向けた

調査等のための予算増額に賛成である。


